
１．はじめに

刈谷境橋は、愛知県刈谷市逢妻町から逢妻川、
境川、五ヶ村川を横断し、東浦町地内の一般国道
３６６号バイパスに至る総延長８３６ｍのバイパス整備
工事のうち、逢妻川、境川を渡河する橋長２５６．２
ｍの６径間連続非合成鈑桁である。
本報告では、弊社の施工範囲である上部工の製
作、架設工事のうち、現地架設の施工に関し、そ
の問題点と対応策を報告する。
図―１に刈谷境橋の構造一般図を示す。
工事概要
�１ 工 事 名：地域活力基盤創造交付金事業

県道刈谷大府線刈谷境橋上部工事
総合治水対策特定河川事業
刈谷境橋上部工事合併工事

�２ 発 注 者：愛知県知立建設事務所
�３ 工事場所：愛知県刈谷市逢妻町地内始め
�４ 工 期：平成２１年１０月１５日～

平成２３年５月３１日
本工事は、渇水期に河川内に仮桟橋を設置して
桁架設する計画（発注時）であったが、杭施工に
伴う河川の水質汚濁や河川堤体への影響が懸念さ
れた。そのため工程（渇水期施工）を変更せず、
河川や堤体への影響を排除できる送出し工法に工
法変更し、計画を検討した。
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図―１ 刈谷境橋一般図
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また送出しは全断面（５主桁）ではなく、橋脚
上の資機材設置スペース（特に河川内のＰ５橋脚）、
架設補強による下部工への影響を最小限とするた
め３主桁を先行して送出しを行った。残りの２主
桁は既設桁（送出し桁）上にＨ鋼および覆工板で
仮設ステージを設け、既設桁上の［縦送り］→［横
取り］→［降下］の手順で施工を行った。
図―２に本工事の施工要領図を示す。

２．現場における問題点

上記架設方法で架設を行う上での問題点を以下
に挙げる。
�１ 手延べ機の解体スペース
送出し架設は送出し時の安定の確保および主桁
断面板厚アップ・架設補強等を最小とするため、
手延べ桁を取り付けての送出しとなるのが通常で
ある。
しかし、本橋は送出し終点側のＡ２橋台背面に
工場があるため、手延べ機および連結構の解体ス

ペースが確保できない。
そこで、解体作業のスペース確保、手延べ機な
しの送出し等を検討する必要があった。
�２ Ｐ５（河川内）橋脚への設備設置
本橋のＰ５橋脚は河川の中央付近に位置してお
り、陸上部（中堤防に位置するＰ４またはＡ２橋
台側）のクレーンにより足場設置、下部工検査路
設置、支承設置および送出し設備設置等が施工で
きない。
そのため河川内橋脚への資機材の運搬・設置方
法を検討する必要があった。
�３ 縦送り桁の形状管理
縦送り桁は、支点支持状態である既設桁（送出
し桁）上にステージを設置（桁縦送り時の作業性・
安全性を考慮して縦送り区間全長に設置）し、そ
のステージ上で桁組立を行う。そのため、既設桁
のたわみにより縦送り桁の支持点高さも変化して
しまう。そのため、縦送り桁の組立時形状管理方
法を検討する必要があった。

図―２ 施工要領図
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�４ 送出し桁と縦送り桁間の二次部材設置時のた
わみ差
桁の縦送りが完了後、約８ｍの横取りおよび約
５ｍの桁降下を行い、桁を所定の位置に配置した
後に送出し桁－縦送り桁間の二次部材の設置とな
る。
Ｇ２桁－Ｇ３桁間（送出し桁－縦送り桁間）の
横桁・対傾構等の二次部材取付時には、送出し桁
上に桁上ステージ等の荷重が偏載されているため、
最大約２０mm（Ｐ３－Ｐ４間スパン中央部）のた
わみ差が生じる。そのため、２次部材の取付方法
の検討が必要だった。

３．対応策と適用結果

�１ 手延べ機の解体スペース
送出し架設にあたり、送出し初期のステップに
おいて手延べ機を取り付けずに送出すことは、桁
の送出し時の安定性の問題により、不可能であっ
た。そのため、手延べ機を取り付けて送出しを行
い、解体スペースを確保することが必須となった。
そこで、河川の中堤防に位置するＰ４橋脚に手
延べ機が到達した地点で、先行して手延べ機の解
体を行い、残りの２径間は手延べ機のない状態（桁
のみ）での送出しを行うことで対応した。
手延べ機の解体は、Ｐ４の中堤防部に２５ｔ吊り
ラフタークレーンを設置して行った。手延べ機は
３ブロックからなるが、クレーン能力により一括
で撤去できなかったため、先行して２ブロックを
解体後に、再度桁送出しを行い、残りの１ブロッ
クを解体した。同時に連結構の切断・仕上げ作業
も行った。
図―３にＰ４中堤防部での手延べ機解体状況を
示す。
�２ 河川内橋脚への設備設置
本橋は、橋脚（Ｐ５）が河川（境川）の中央部
に位置している。Ｐ５への足場設置、下部工検査
路設置、支承据付および送出し架設用の設備設置
では、Ｐ４またはＡ２側から大型クレーンを用い
て施工することはクレーン据付スペース上の問題

から不可能であった。そのため、ユニフロート（台
船）上に４．９ｔ吊クローラークレーン（ヘビーウ
ェイト仕様）を搭載して資機材の運搬・設置作業
を実施した。
現場付近の境川は水深が浅い感潮河川であるた
め、「大潮」の引き潮時は川底が露出するような
場所もあった。そのため、ユニフロートおよび搭
載クレーンは作業能力を検討の上、必要最小限の
ものとした。さらに作業前に深浅測量を行い、衣
浦港の潮汐データに基づいて潮の干満の影響が最
も少ない「小潮」を作業日として２ヶ月前に決定
した。綿密な計画、工程管理により予定どおり河
川上の作業に着手し、予定より２日早い５日間で
無事作業を終えることができた。
�３ 縦送り桁の形状管理
図―５に桁上ステージ上での桁組立状況を示す。
縦送りステップ毎の桁の形状管理は、事前検討
により、縦送り桁搭載による既設桁（ステージ）
のたわみが少なく、縦送り桁に与える影響が無視

図―３ Ｐ４での手延べ解体状況

図―４ ユニフロートによる河川上作業
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できる範囲であったため、以下に示すように施工
誤差も考慮し、実測値を反映した管理方法とした。
①桁剛度、死荷重（検査路、足場等）を全て精
査したステップ計算の実施。
②縦送り各ステップ完了時における、桁後端の
仕口回転角（設計値）を算出。
③縦送り完了時の仕口回転角を実測。
④実測値により管理値（設計値）を補正後、ス
テージ上にて桁の組立。
の手順で行い、ステップ毎に③④を繰り返した。
また、ステージ上での地組立管理を厳格（キャ
ンバー管理値を－５～＋１５mm（工場仮組立時）
の規格に設定）に実施した。
その結果、全ての出来形計測値を規格値の２５％
以内に収めることができた。
�４ 送出し桁と縦送り桁間の２次部材取付時の
たわみ差
G２―G３間（送出し桁－縦送り桁間）の横桁・
対傾構等の２次部材の取付は桁上ステージに搭載
した４．９t 吊 CCにて行った。送出し桁と縦送り桁
では、送出し桁側に桁上ステージの荷重が偏載さ
れているため、最大約２０mm（P３―P４間スパン

中央部）のたわみ差が生じる。そのため二次部材
は片側（縦送り桁側）のみ仮ボルトで固定し、桁
上ステージを撤去して、たわみ差が無くなってか
ら反対側のボルト孔を合わせてHTB締付け作業
を行った。具体的には以下の手順で行った。
①桁上に２次部材の荷上げ
②桁上ステージ上の４tユニック車にて間配り
③桁上ステージ上の４．９ｔ吊クローラークレー
ンにて部材の仮固定
④桁上ステージの解体
⑤桁間隔・桁の出入り調整
⑥ドリフトピンで孔合わせ
⑦高力ボルトの本締め
横桁等の取り付け状況を図―６に示す。

４．おわりに

本工事は多様な架設方法（送出し、桁上縦送り、
横取り＋降下等）で施工することにより、河川の
水質汚濁や河川堤体への影響が排除できた。公共
事業の施工において、既設構造物および自然環境
への影響を最小限に抑える施工方法を提案するこ
とは我々技術者の大きな責務であると考える。

図―５ 桁上ステージ上での桁組立 図―６ 二次部材取付状況
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